
桂キャンパスは吉田キャンパスの西方、京都市西京区桂にあ
ります。吉田キャンパス－桂キャンパス、宇治キャンパス－桂
キャンパス（宇治－桂は４月～６月試行運転）には連絡バスが
運行されていて、吉田からの所要時間は50分ほどです。また、
阪急京都線桂駅やＪＲ向日町駅、京都駅から京都市バスや京都
交通バスも運行されています。
キャンパス内に関しては、Ａクラスターは化学系、電気系の
研究棟、環境管理やエネルギー管理を行うＥＭセンター棟、お
よびＡクラスター事務棟が完成し、教育・研究を開始していま
す。現在、国際融合創造センターなどが入る予定のローム記念
館が建設中です。

Ｃクラスター建築系研究棟

ラウンジ

Ｂクラスター事務管理棟

チャリのブレーキのワイヤーが切れた。買って僅か10ヵ月、いい加減にしろ（怒） （法・１　綿菓子）

⇒自転車買って半年で買い換え…。 （メンテナンスはしっかりと；編）

昨年10月に開学した京都大学第３のキャンパス、桂。この記事では桂キャンパスの

「今」を、現場レポートと聞き込み調査の２つを通してお伝えします。

Ｂクラスター（共通施設ゾーン）は工学分野における融合系
の研究センターである桂インテックセンター棟、桂キャンパス
全体の管理を行う事務管理棟が完成しています。また、桂キャ
ンパスのシンボル、時計塔があります。
Ｃクラスター（物理系、地球系、建築系ゾーン）は現在盛ん
に工事が行われていて、建築系の研究棟およびＣクラスター事
務棟が完成しています。また、地球系研究棟が平成18年３月
完成予定で現在造成工事中ですが、物理系研究棟は未定です。
Ｄクラスター（情報学研究科ゾーン）はまだ工事が始まって
おらず、竹林が広がっています。

Ａクラスターの研究棟であるＡ１～Ａ４棟は各々渡り廊下でつ
ながっています。また、傾斜地に建てられているため、通常１階
となっている入口が３階となっているところもあります。各階の
エレベーターホールには、その階の大きい案内図があり、親切です。
各階にコミュニケーションコーナーやラウンジも設置され、ス
ペースにはゆとりがあるように見受けられます。

現場レポート
概説

建物内部

キャンパス全体の状況を伝える「概説」をはじめとして、「建物内部」「福利厚

生施設」「キャンパス周辺」の４つについてレポートします。

Ａクラスター研究棟

－開学から半年－

Ａクラスター

ＤクラスターＤクラスター

ＤクラスターＣクラスター

Ｂクラスター

国道９号線

※情報は４月中旬の時点のものです。
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広辞苑によると、マンゴーは「美味」らしい。 （薬・２　ぴか）

⇒マンゴープリンおいしいですしね♪ （飲茶大好き；編）

ＡクラスターのＡ２棟２階には
京都大学生協の桂ショップ、Ａク
ラスター正面玄関にはレストラン
｢ハーフムーンガーデン」、ベーカ
リーカフェ｢つきのき｣があります。
レストランやベーカリーカフェは
地域住民の方の利用もあるようで
す。
なお、Ｂクラスターに福利・保

健管理棟が平成17年３月完成予
定で工事中です。

桂キャンパスは丘の傾斜地に建てられています。キャンパス
の中を貫いている市道を下ると国道９号線にぶつかります。キ
ャンパスの入口から徒歩10分ほどで交差点があり、その周辺
にはファミリーレストランやファストフード店があります。
キャンパスの周りは住宅地で、キャンパス内を貫く市道を上
ると民家が並んでいます。なお、キャンパスに隣接して、産学
官連携による新産業振興の拠点を目指す「桂イノベーションパ
ーク」が建設されています。

福利厚生施設 キャンパス周辺

桂で生活する人の声 桂キャンパスの人々は桂キャンパスについてどう

思っているのか？ ということを聞いてみました。

吉田と比べて
○実験しやすいけど暮らしにくい。

○吉田が本当に便利だったということを

痛感する。

○住みにくい。田舎。

○寂しい。

○まだまだ。全ての面において不便。こ

れから。

桂キャンパスについて

○スペースが広くきれいで、吉田より実

験しやすい。

○新しくなって環境はよくなった。

○交通機関の都合で、教官の帰る時間が

早くなった。

○薬品の規制があってやりにくくなった。

○息抜きする場所がない。同じ建物にず

っといて息苦しい。

○夜に食事が取りづらく、研究しにくい。

◆研究
○生協でしか買い物ができず、価格競争

がない。生協が８時に閉店したあとは

何もない。

○桂駅へ無料バスを運行してほしい。

○食事の選択肢がなく、食生活が貧しく

なった。

○本屋がない。それが一番つらい。

○食堂などが早くできてほしい。

◆福利厚生施設

○景色はいい。のどかでいい。

○自然環境はいいが、実験していると意

識することはない。

○学生が住む場所ではないからつらい。

○コンビニがないのが不便。

○国道９号線は車が多くて危険。

◆周辺環境

桂キャンパスはまだ整備中のため、インタビューでは厳しい意見が目立ちました。

今後の発展に期待したいと思います。工学研究科、情報学研究科の移転が完了すれば、

桂は21世紀の工学・情報学の一大拠点となると思われます。 （おーたっち）

通学

○桂から：坂を歩くのは気持ちいい。

◆歩き

○桂から：しんどい。お金があればバイ

クなどに乗り換えたい。

◆自転車

○桂から：便利。

○桂から：特に困ったことはない。

○丸太町から：雨の日は大変。

◆バイク・原付

○吉田から：朝は渋滞する。

◆自家用車

○大阪から：バスの本数が少ないから時

間を気にしないといけない。

○河原町から：慣れると楽だが、バスの

本数がない。

◆電車・バス

ベーカリーカフェ「つきのき」

桂ショップ


